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細胞運動の研究は、最大の運動組織である筋肉の
収縮機構の解明から始まりました。その後、細胞運動
は多くの細胞に見られる現象であり、かつては筋肉固
有のタンパク質と考えられたアクチンやミオシンがほと
んどの細胞に存在し、種々の細胞運動に関与すること
が分かってきました。また、もう一つの運動系である微
小管､ダイニン、キネシン系の研究が進みました。現在
では､多くの細胞に共通な機能である細胞分裂や細胞
移動のみならず、細胞内の物質輸送や、発生における
体の左右の決定、がんの転移や、ある種の細菌の感
染などにも細胞運動が重要な役割を持つことが分かり、
それらの機構が明らかにされています。
今回のサイエンスカフェでは、いろいろな細胞運動の

機構について、運動を担うタンパク質の構造変化と関
連づけてお話しいたします。
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